
史跡名勝天然記念物の指定等 
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《史跡の新指定》 ６件 

１ 松倉城跡
まつくらじょうあと

【岐阜県高山市
たかやまし

】 

松倉城跡は、１６世紀後半に高山盆地に進出した飛驒国南部の領主三木
み つ き

氏
し

の拠点で、

標高８５６．７ｍの松倉山山頂に築かれた山城跡である。北東と東の尾根筋に堀切や曲

輪を設け、山頂部に本丸、二ノ丸、三ノ丸を配しこれらを総石垣化している。本丸の北

側中心部は穴蔵
あなぐら

状に石垣が囲む。 

本丸と、その南西に伸びる三ノ丸には、５～８ｍの高さで、長さ２ｍを超える巨石を

用い、隅
ぐう

角
かく

部
ぶ

に算木積みを志向する高石垣が築かれる。一方、本丸東にある二ノ丸の北

側及び南側には小型の石材を用いた低い石垣が、東側には隅角部は算木積みを目指すが

大部分が中小石材による乱積みの石垣が築かれている。粗い石積みや竪堀、堀切等を用

いて北側と東側を意識する遺構と、高石垣を築き西側と南側からの防御を意識する二系

統の城郭遺構から、二段階で築城された状況が想定される。三木氏による当初の築城と、

その後の改修によるものと考えられる。 

また、三ノ丸南には出
で

枡形
ますがた

虎口
こ ぐ ち

、三ノ丸北西には埋門
うずみもん

が設けられていたが、一帯が築
つき

石
いし

等で埋められ、本丸北側と同様に、破城された痕跡と考えられる。 

戦国時代の飛驒国の政治状況や、土造りの城から石垣を持つ城、そして破城、という

城郭の変遷を知る上で極めて重要な遺跡である。 

２ 前畑遺跡
ま え は た い せ き

【福岡県筑紫野市
ち く し の し

】 

前畑遺跡は、大宰府政庁の南東、福岡平野と筑後平野とを結ぶ狭長な平野部に向かっ

て脊振
せ ふ り

山地から東に延びる丘陵に立地する古代の土塁状遺構である。 

土塁状遺構は、下端幅１４～１５ｍ、全体高２．５～３．５ｍの二段築成を基本とし

ており、丘陵の稜線からやや下った斜面や鞍部に、長さ５５８ｍ以上にわたって断続的

に確認されている。南北に延びる土塁状遺構の東側にある丘陵の頂部で７世紀中葉の小

規模な円墳が確認されていること、残存する土塁状遺構の約４ｍ東側の本来土塁状遺構

が延伸していたと考えられる場所に９世紀後半の土坑墓が確認されていることなどか

ら、７世紀中葉以降から９世紀後半頃までの間に機能していたと考えられている。 

前畑遺跡の土塁状遺構の構築法は多様であり、古代の技術を知る上でも重要であると

ともに、大宰府と強い関係性が指摘される阿志岐山城
あしき さん じょう

跡
あと

、基肄城
きいじょう

跡
あと

というふたつの古代

山城を結ぶライン上に位置することは、その性格を考えるうえで示唆的である。さらに、

水
みず

城跡
き あ と

、大野
お お の

城跡
じょうあと

、基肄城跡、関屋
せ き や

土塁
ど る い

、とうれぎ土塁等とともに要衝施設の一つとし

て有機的に連動し、自然地形を取り込む形で一体的に機能して大宰府の外郭線を構成し

ている可能性が指摘されるなど、九州の拠点であり、古代の外交窓口であった大宰府の

9



構造を考える上でも重要である。 

３ 島原城跡
しまばらじょうあと

【長崎県島原市
し ま ば ら し

】 

島原城跡は、有明海に面し雲仙岳
うんぜんだけ

東方の扇状地上に、松倉重政
まつくらしげまさ

により築かれた近世城

郭の跡である。東西約３５０ｍ、南北約１，２００ｍの長方形状の外郭線内に、南から

方形の本丸、二ノ丸、そして三ノ丸御殿を直線上に配置し、その外側に家臣団の屋敷群

を置き、外郭に３１棟の 櫓
やぐら

を規則的に置いた石垣で囲む堅牢な城郭である。寛永
かんえい

１４

年（１６３７）に勃発した島原・天草一揆では一揆勢の包囲を撃退している。一揆後に

松倉氏が改易され譜代大名の高力
こうりき

氏が入った後、途中宇都宮藩主の戸田氏との交代期を

挟みながら深溝
ふこうず

松平家の居城となり、明治維新まで島原藩の政庁として機能した。 

本丸には、径最大３ｍの鏡石
かがみいし

を持つ織
しょく

豊
ほう

系
けい

城郭
じょうかく

の様式の石垣と、算木積みを志向す

る高さ１７ｍの高石垣があり、近世城郭へ至る過渡期の石垣の特徴が見られる。堀が囲

む本丸と二ノ丸は、郭内に枡形空間を並置し防御を意識した堅固な構造を持つ。また、

外曲輪には、当時の屋敷割が継承され、現在の小早川
こばやかわ

氏
し

庭園
ていえん

周辺は敷地内の庭園等を通

じて城内の水利状況を伝える。 

江戸幕府が新規築城を制限した中で築かれた数少ない城郭で、有明海を介して雄藩と

接する位置にあるため、幕府も重要視した。江戸時代初期の島原半島や周辺地域との関

わりの歴史を伝える重要な遺跡である。 

４ 越
こし

高
たか

遺跡
い せ き

【長崎県対馬
つ し ま

市
し

】 

長崎県対馬
つ し ま

市
し

上県町
かみあがたまち

越
こし

高
たか

（対馬北西部）の海岸に位置する縄文時代早期末から前期に

かけての集落遺跡である。Ａ地点と尾根を挟んで約５０ｍ離れたＢ地点の２地点で構成

され、Ａ地点の海岸部では板石を約１．１ｍ四方に組み合わせた炉跡が確認された。規

格性の高い方形炉は朝鮮半島東海岸から南海岸沿いの遺跡に認められるものであり、日

本列島には類例のないものである。 

また、両地点では縄文時代前期の土器と朝鮮半島南部の新石器時代早期から前期の土

器群とが共伴しつつ層位的に出土した。また、各層から出土した石器のうち主体となる

のは、佐賀県伊万里市
い ま り し

の腰
こし

岳産
だけさん

黒曜石を利用した打製石鏃であり、同多久市に原産地を

有するサヌカイトを利用した削器類も出土する。その他、磨製銛頭
もりがしら

や大型ナイフ等、朝

鮮半島南海岸地域で出土するものと類似する石器が含まれる。 

本遺跡は、対馬最古の遺跡であり、縄文時代早期末から前期にかけての九州と朝鮮半

島の特徴を有する遺構・遺物が出土している。縄文文化と朝鮮半島南部の新石器文化の

境界域における特徴を示す遺跡であり、我が国における縄文文化の多様性を具体的に示

10



す重要な遺跡である。 

５ 臼杵城跡
う す き じ ょ う あ と

【大分県臼杵市
う す き し

】 

臼杵城跡は、有力戦国大名の大友
おおとも

義
よし

鎮
しげ

（宗麟
そうりん

）によって弘
こう

治
じ

２年（１５５６）に臼杵

川河口にある東西約４２０ｍ、南北約１００ｍの丹
に

生島
う じ ま

に築かれた島城である。大友氏

退転後に石垣、枡形、瓦葺建物等が造営され、祇園洲
ぎおんのす

と呼ばれる砂州を三之丸として城

域を拡張した。 

丹生島西側からは大友氏期の政治執行空間である「御殿」と想定される遺物・遺構が

確認され、築城当初は海側を大手とし西半を主郭としていたと考えられる。大友氏の後

に入った太田
お お た

一吉
かずよし

は、城郭の石垣化を進め、主郭と副郭を反転させ丹生島東側を本丸と

して天守を築いた。丹生島西岸と砂州を橋で結び、架橋場所の古橋口
ふるはしぐち

を大手とし、祇園

洲を三之丸として造成し始めた。関ヶ原合戦後に入部した稲葉
い な ば

氏は、本丸と二之丸を連
れん

郭式
かくしき

縄張
なわばり

に整え、三之丸の拡張整備を進め、三之丸との通路として今橋口登城路を新た

に設けた。１７世紀中葉には天守の改修を実施し、延宝
えんぽう

３年（１６７５）に城主居館を

本丸から西之丸（二之丸）へ移した。 

天然の要害としての地形的特徴を生かして築かれた中世城郭が、城主の変遷とともに

内部構造や空間構成を変えながら、織
しょく

豊
ほう

系
けい

城郭
じょうかく

、近世城郭と発展し、度重なる改修を

経て、明治期の廃城まで利用された城郭の変遷を物語る重要な遺跡である。 

６ 与論城跡
よ ろ ん じ ょ う あ と

【鹿児島県大島郡
お お し ま ぐ ん

与論町
よ ろ ん ち ょ う

】 

与論城跡は、標高９３ｍの琉球石灰岩の台地の縁辺部から断層崖下までの比高差７０

ｍの急斜面とその間の平坦面に立地する最北端の琉球式グスク跡。発掘調査の結果、沖

縄においてもグスクの整備が始まる１４世紀前半～中頃に台地部分の造成と石垣の構築

が開始され、沖縄本島において三山と明との交易が活発化した時代から尚巴志
しょうはし

による三

山統一が行われる１４世紀後半～１５世紀中頃に、崖下部分の造成や石垣や建物の構築

が行われ、現在の城域が整備されたと考えられる。 

そして、第二
だ い に

尚
しょう

氏
し

による中央集権化が進められ、琉球王国の勢力が拡大していく１５

世紀後半～１６世紀に、城としての機能が急激に低下し、薩摩による琉球侵攻が行われ

る１７世紀以前に廃絶する。 

与論城跡は、境界領域の城郭として、明、琉球、奄美、薩摩などによる東シナ海域の

歴史的な状況の変化に連動し、築城され、変遷を遂げた城郭であったと言え、当時の南

方社会の実態を知る上でも重要である。また、保存状態も良好で、築城技術には琉球の

影響が強く認められるなど、琉球式グスクの築城技術の伝播を知る上でも重要である。 
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《特別史跡の追加指定》 ２件 

１ 藤原宮跡
ふじわらきゅうせき

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

持
じ

統
とう

天皇８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代の都
と

城跡
じょうあと

。藤原京

跡の中心部に位置し、約１ｋｍ四方の区画内に内裏
だ い り

、大極
だいごく

殿
でん

及び役所群が建てられた。

今回、条件の整った部分を追加指定する。 

２ 大宰府
だ ざ い ふ

跡
あと

【福岡県太宰府市
だ ざ い ふ し

】 

古代において西海道
さいかいどう

諸国（現在の九州）の統括と大陸外交の拠点として設置された役

所跡。天智天皇２年（６６３）の白
はく

村江
そんこう

の戦いの後、水城
み ず き

や大野城
おおのじょう

などが築かれ防備が

強化された。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ２件 

１ 讃岐
さ ぬ き

遍路
へ ん ろ

道
みち

【香川県善通寺市
ぜ ん つ う じ し

】 

曼荼羅寺道
ま ん だ ら じ み ち

 

甲山寺境内
こ う や ま じ け い だ い

善通寺
ぜんつうじ

境内
けいだい

 

根香寺
ね ご ろ じ

道
みち

 

志度寺
し ど じ

境内
けいだい

 

大窪寺
おおくぼじ

道
みち

 

空海
くうかい

ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の讃岐国（香川県）部分。今回、江戸中期の本

堂と江戸後期の大師堂、山門、鐘楼などが残り、背後に 甲 山
こう（かぶと）やま

がある第７４番札所

甲山寺
こうやまじ

境内を追加する。第７５番札所善通寺の北１．２ｋｍに位置する。 
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２ 土佐遍路道
と さ へ ん ろ み ち

【高知県室戸市
む ろ と し

・土佐清水市
と さ し み ず し

】 

最御崎寺
ほ つ み さ き じ

道
みち

 

金剛
こんごう

頂寺
ちょうじ

道
みち

 

金剛
こんごう

頂寺
ちょうじ

境内
けいだい

 

神峯寺道
こうのみねじみち

 

竹林寺
ちくりんじ

道
みち

 

禅師峰寺
ぜ ん じ ふ じ

道
みち

 

清
きよ

瀧寺
た き じ

境内
けいだい

 

青龍寺道
しょうりゅうじみち

 

金剛
こんごう

福寺
ふ く じ

道
みち

 

観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の土佐国（高知県）部分。今回第２４番札所最

御崎寺に向かう道、第２６番札所金剛頂寺に向かう道、金剛頂寺境内、第２７番札所神

峯寺に向かう道（以上室戸市）、第３８番札所金剛福寺に向かう道（土佐清水市）を追加

指定する。 

《史跡の追加指定》 ２６件 

１ 是川石器時代遺跡
こ れ か わ せ っ き じ だ い い せ き

【青森県八戸市
は ち の へ し

】 

縄文時代前期～晩期の大規模な集落遺跡。縄文時代集落の構造や変遷が明らかになる

とともに、晩期には低湿地から大量の漆器・木製品・彩色土器・土偶などが発掘される

など豊かな生活様式を明らかにした。東北地方の縄文文化を代表する遺跡として極めて

重要である。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

２ 鹿島神宮境内
か し ま じ ん ぐ う け い だ い

 附
つけたり

 郡家跡
ぐ う け あ と

【茨城県鹿嶋市
か し ま し

】 

『常陸国風土記
ひ た ち の く に ふ ど き

』にもみえ、古来より朝廷・藤原氏・武家の崇敬を集めた我が国を代

表する神社と、常陸国鹿島郡の郡家（役所）の跡。郡家跡では政庁、正倉院、工房等の

跡が見つかっており、今回、正倉院南西部を区画する大溝を検出した周辺範囲を追加指

定する。 

３ 上野
こうずけの

国
くに

佐
さ

位
い

郡
ぐん

正倉
しょうそう

跡
あと

【群馬県伊勢崎市
い せ さ き し

】 

７世紀後半から１０世紀前半にかけて機能した上野国
こうずけのくに

佐位
さ い

郡家
ぐ う け

の正倉と考えられる

遺跡。全国でも最大級の正倉域をもち、八角形倉庫をはじめとする多数の礎石建物や掘

立柱建物が検出された。八角形倉庫は『上野国
こうずけのくに

交替
こうたい

実録帳
じつろくちょう

』で「八面
はちめん

甲倉
こうそう

」と記載さ
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れた建物に符合し、上野国佐位郡家であることが確認された遺跡。今回、条件の整った

部分を追加指定する。 

４ 中山道
な か せ ん ど う

【群馬県安中市
あ ん な か し

】 

江戸時代の五
ご

街道
かいどう

の一つで、江戸
え ど

日本橋
にほんばし

から草津
く さ つ

宿
しゅく

で東海道に合流するまでの街道。

今回は、横川にある碓氷関
うすいのせき

跡
あと

と、坂本宿西方の街道が残る箇所から、碓氷
う す い

峠
とうげ

へと登り、

軽井沢宿の東方にある碓氷峠の熊野神社までの約８ｋｍを追加指定する。途中には刎
はね

石
いし

茶屋跡や堂
どう

峰
みね

番所跡などが所在する。 

５ 下野谷
し た の や

遺跡【東京都西
にし

東京市
とうきょうし

】 

墓と考えられる中央部の土坑群を取り囲むように、竪穴建物群と掘立柱建物群が直径

１５０ｍの範囲で配置される。規模・内容とも南関東の同時期の集落では傑出しており、

縄文時代中期後半の大規模な環状集落として重要。今回、条件の整った部分を追加指定

する。 

６ 下寺尾官衙
し も て ら お か ん が

遺跡群
いせきぐん

【神奈川県茅ヶ崎市
ち が さ き し

】 

神奈川県東部に所在する相模国
さがみのくに

高座
たかくら

郡家
ぐ う け

と考えられる官衙遺跡群。正庁・正倉は７世

紀末から８世紀中葉まで二期にわたって変遷し、その南西部には七堂伽藍跡と呼ばれる

郡寺が所在している。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

７ 下寺尾
しもてらお

西方
にしかた

遺跡
い せ き

【神奈川県茅ヶ崎市
ち が さ き し

】 

弥生時代中期後半に営まれた環濠集落跡。出土遺物には土器のほか石器と鉄器があり、

利器が石器から鉄器へと移行していく時期の在り方を示している。南関東における拠点

集落であり、弥生時代中期社会の様相を知るうえで重要。今回、条件の整った部分を追

加指定する。 

８ 松本街道
ま つ も と か い ど う

【新潟県糸魚川市
い と い が わ し

】 

越後糸魚川
いといがわ

と信州松本を結ぶ北陸道の脇街道で、姫川
ひめかわ

渓谷
けいこく

を南下する山越えの道。塩

や海産物を牛やボッカの背で運んだ道で、塩の道として著名。山口番所を過ぎた後の山

道が約３．０ｋｍ指定されている。今回、江戸時代の遺構が検出された山口番所跡を追

加指定する。 
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９ 近江大津宮錦織遺跡
お う み お お つ の み や に し こ お り い せ き

【滋賀県大津市
お お つ し

】 

天智
て ん じ

天皇
てんのう

６年（６６７）、天智天皇が飛鳥から遷し、琵琶湖西岸に営んだ古代の宮跡。

天武天皇
てんむてんのう

元年（６７２）の壬申の乱で廃絶した。これまでの発掘調査によって、内裏正

殿、南門、回廊、塀等の宮跡中枢部分が見つかっている。今回、推定宮跡北辺中央と内

裏南門周辺の地点を追加指定する。 

10 穴太廃寺跡
あ の う は い じ あ と

【滋賀県大津市
お お つ し

】 

琵琶湖西岸に所在する７世紀後半の寺院跡。発掘調査により、現在の地割方向に中軸

をとる創建期の伽藍跡と、その上層にあり、真南北に中軸をとる再建期の伽藍跡が見つ

かっている。今回、推定寺域の北西部、創建期寺域西辺にあたる範囲を追加指定する。 

11 下之郷遺跡
し も の ご う い せ き

 【滋賀県守山市
も り や ま し

】 

琵琶湖東南部に位置する弥生時代中期の環濠集落。最多で９重の環濠によって集落が

囲まれ、集落の入口や中枢部と推定される方形区画が確認されている。環濠から木器や

自然遺物が大量に出土しており、当時の集落構造や社会、人々の生活を考える上で重要。

今回、条件の整った部分を追加指定する。 

12 但馬国分寺跡
た じ ま こ く ぶ ん じ あ と

【兵庫県豊岡市
とよおかし

】 

奈良時代、聖武天皇の発願によって全国に建立された国分寺の一つ。金堂、中門、回

廊や塔の遺構が見つかっており、木簡も多く出土し、経営状況がよくわかる。今回、東

面築地跡に当たる土地で条件の整った部分を追加指定する。 

13 加茂遺跡
か も い せ き

【兵庫県川西市
かわにしし

】 

弥生時代中期の集落遺跡。環濠に囲まれた中心域に居住区と墓域、環濠の外側にも居

住区が形成され、中心域には大型建物とそれを囲む板塀の方形区画が造られた。近畿地

方の大規模弥生集落のあり方を具体的に示すものとして重要。今回、条件の整った部分

を追加指定する。 

14 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

朱雀大路跡
す ざ く お お じ あ と

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右京
うきょう

七条一坊
しちじょういちぼう

跡
あと

 

持
じ

統
とう

天皇
てんのう

８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代の都
と

城跡
じょうあと

。中心に
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ある藤原宮跡は特別史跡となっている。朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

は宮の正門である朱雀門から南へ延

びる道路跡で、それを境に東側を左京、西側を右京に区分する。今回、左京七条一・二

坊跡及び右京七条一坊跡で条件の整った部分を追加指定する。 

15 大官大寺跡
だいかんだいじあと

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

藤原京条坊
ふじわらきょうじょうぼう

の南東に位置する巨大な古代寺院跡。天武天皇
てんむてんのう

２年（６７３）に建立した

高市大寺
たけちおおでら

を天武天皇６年（６７７）に大官大寺に改称し、現位置には文武
も ん む

朝に移ったと

考えられる。平城京大安寺
だいあんじ

の前身寺院。金堂
こんどう

や講堂、塔、回廊の跡などが残る。今回、

北西隅部の条件の整った部分を追加指定する。 

16 菖蒲池
しょうぶいけ

古墳
こ ふ ん

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

奈良盆地南部の低丘陵に所在する７世紀中葉の大型方墳。２基の家形石棺を納めた横

穴式石室を有する一辺３０ｍの方墳で、７世紀中葉の飛鳥地域を代表する終末期古墳で

あり、日本の古代国家の形成を考えるうえでも重要。今回、条件の整った部分を追加指

定する。 

17 纒向
まきむく

遺跡【奈良県桜井市
さ く ら い し

】 

奈良盆地東南部に位置し、弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけて営まれた東西２

ｋｍ、南北１．５ｋｍに及ぶ大規模な集落遺跡。史跡纒向
まきむく

古墳群
こふんぐん

や箸
はし

墓
はか

古墳
こ ふ ん

が隣接し、

我が国の古代国家形成期の様相を知るうえで重要。今回、条件の整った部分を追加指定

する。 

18 宮山古墳
み や や ま こ ふ ん

【奈良県御所市
ご せ し

】 

奈良盆地南西端の巨勢山丘陵北麓に、古墳時代中期前葉に築造された墳長約２４５ｍ

の大型前方後円墳。後円部に２基の竪穴式石室の埋葬施設、墳丘に葺石と埴輪が認めら

れる。周濠と周堤を巡らし、周堤に組み込まれた位置に方墳のネコ塚古墳が存在する。

今回、条件の整った部分を追加指定する。 

19 宇陀松山城跡
うだまつやまじょうあと

【奈良県宇陀市
う だ し

】 

奈良盆地の東南隅の山間地に位置する、中世から近世にかけての山城跡。元和元年（１

６１５）に破却。高石垣と複雑な構造の虎口をもち、礎石建瓦葺建物を配するなど、近

世初期城郭の特徴を備える。城跡北側斜面部分の条件の整った部分の追加指定を行う。 
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20 中宮寺跡
ちゅうぐうじあと

【奈良県生駒郡
いこまぐん

斑鳩町
いかるがちょう

】 

飛鳥時代（７世紀前半）に創建された寺院で、四天王寺式伽藍配置をもつ。『法隆寺
ほうりゅうじ

伽藍
が ら ん

縁起
え ん ぎ

幷
ならびに

流
る

記
き

資
し

財
ざい

帳
ちょう

』によると聖徳太子建立の七か寺の一つに数えられるなど、聖

徳太子ゆかりの寺院である。今回、伽藍北限とみられる箇所について追加指定する。 

21 飛鳥宮跡
あすかきゅうせき

【奈良県高市郡
たかいちぐん

明日香村
あ す か む ら

】 

７世紀代に歴代の天皇の宮殿が造営された宮跡。発掘調査の結果、飛鳥
あ す か

岡
おか

本宮
もとのみや

（舒
じょ

明
めい

天皇
てんのう

）、飛鳥板
あすかいた

蓋宮
ぶきのみや

（皇
こう

極
ぎょく

天皇
てんのう

）、後
のちの

飛鳥
あ す か

岡
おか

本宮
もとのみや

（斉
さい

明
めい

天皇
てんのう

）、飛鳥
あ す か

浄
きよ

御原宮
みはらのみや

 （天武
て ん む

天皇
てんのう

・持
じ

統
とう

天皇
てんのう

）の各期の遺構が確認された。今回、内郭南西部等条件の整った部分を

追加指定する。 

22 小郡官衙遺跡群
お ご お り か ん が い せ き ぐ ん

【福岡県小郡市
お ご お り し

】 

小郡官衙遺跡
お ご お り か ん が い せ き

 

 上岩田
かみいわた

遺跡
い せ き

 

７世紀の役所跡である上岩田遺跡と、その２．１ｋｍ西方に位置する８世紀の役所跡

で筑後国御原郡家
ちくごのくにみはらぐうけ

に比定される小郡官衙遺跡からなる遺跡群である。今回、条件の整っ

た小郡官衙遺跡の北端部を追加指定する。 

23 須玖岡本遺跡
す ぐ お か も と い せ き

【福岡県春日市
か す が し

】 

福岡平野の南部に所在し、弥生時代中期から後期にかけての墓域、青銅器工房、居住

域からなる『後
ご

漢書
かんじょ

東夷伝
とういでん

』に登場する「奴国」の中心地とされる遺跡。今回、条件の

整った有力者集団の墓域や青銅器工房域と推定される範囲の一部を追加指定する。 

24 小部
こ べ

遺跡
い せ き

【大分県宇佐市
う さ し

】 

周防灘
すおうなだ

に面した宇佐
う さ

平野
へ い や

上に立地する古墳時代前期の集落遺跡。前期初頭には環濠集

落、前期前半には環濠内部に方形区画を伴う大型掘立柱建物を有する居館、さらに前期

後半には墓域へと変遷する。古墳時代前期における社会構造の変化を考えるうえで重要

な遺跡。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

25 塚崎古墳群
つかざきこふんぐん

【鹿児島県肝属郡肝付町
き も つ き ぐ ん き も つ き ち ょ う

】 

鹿児島県の志布志
し ぶ し

湾
わん

沿岸に所在する古墳時代前期後葉頃から中期中葉まで営まれた

古墳群。古墳文化の南限として重要。３３号墳や、地下式横穴墓が存在する可能性のあ

る地区について、条件の整った部分を追加指定する。 
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26 北谷
ちゃたん

城跡
じょうあと

【沖縄県中頭郡
なかがみぐん

北谷町
ちゃたんちょう

】 

１３世紀後半から１６世紀前半にかけて、沖縄本島西海岸沿いの舌状丘陵に営まれた

中山
ちゅうざん

地域の拠点となったグスク跡。南北約１６５ｍ、東西約５００ｍの範囲に野面積
のづらづみ

の石垣や切岸により五つの曲輪を配置する。今回、二の曲輪及び四の曲輪の南側斜面か

ら麓にかけての部分、 東
あがり

グスクの北側及び東側の一部について追加指定する。 

《名勝の新指定》 １件 

１ 納池
の い け

【大分県竹田市
た け た し

】 

納池は、標高１，７００ｍ級の峰々が連なるくじゅう連山の南麓に広がる久住高原

の南端部に位置する。久住高原には、それらの火山群に起源する火砕流堆積物、軽石

層、火山灰層などから成る火山麓扇状地が発達していて、標高６００～１，０００ｍ

の緩斜面を成す裾野には湧泉や湿地が広く分布する。納池は、こうした火山麓扇状地

末端からの湧泉によって形成された景勝地で古くから知られ、明治６年（１８７３）

の公園設置に係る地所選択についての府県への太政官
だじょうかん

布達
ふ た つ

第１６号にいち早く応じ

て、同年７月２０日付けで直入郡桐迫村の保長らから大分県権令
ごんれい

に申し出られた「人

民游観之場所願」を受け、明治８年６月２日に公園として認可された。その敷地は、

北西から南東に細長い緩やかな谷戸の地形にあって、北端奥部から切り込む比高差１

０ｍ余りの急斜面下に広がる緩斜面のそこここから湧水を生じて沢を成し、その南に

広がる池泉左岸の岬には、水の流れを司る水波能売命
みずはのめのみこと

を祀った納池神社が鎮座する。

池畔は古くから育まれてきた森厳なるスギ木立に囲まれ、清浄な池泉を中心とした風

致景観に優れた基調を添えている。太政官布達に基づき初期に開設された公園の九州

地方における事例として貴重で日本公園史における学術上の価値が高く、湧泉に特徴

付けられる風致景観は優れている。 

《天然記念物の追加指定》 １件 

１ 御油
ご ゆ

のマツ並木
な み き

【愛知県豊川市
とよかわし

】 

旧東海道に残されたクロマツの並木である。江戸時代からの古木も見られ、江戸時代

後期の姿を今に残す代表的なものである。並木マツの根系を保護する目的で、道路敷の

外側約１５ｍを保存区域とし、順次追加指定を進めている。今回は同意の得られた民有

地を追加指定するものである。 

18




